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文
化
連
盟
加
盟
団
体
コ
ー
ナ
ー
　
⑨

　
広
報
う
た
し
な
い
で
は
、
公
民

館
等
で
活
動
し
て
い
る
歌
志
内
文

化
連
盟
加
盟
団
体
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
今
月
は
、
市
民
の
ひ
ろ
ば
で
作

品
紹
介
を
し
て
い
る
「
歌
志
内
俳

句
会
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
現
在
会
員
は
　
人
で
、
活
動
内

１０

容
と
し
て
は
、
そ
の
季
節
に
あ
っ

た
俳
句
を
詠
み
、
会
員
み
ん
な
で

選
評
を
し
て
い
ま
す
。
一
度
に
持

ち
よ
る
作
品
は
４
～
５
作
品
あ
り
、

そ
れ
を
読
み
あ
げ
て
作
品
を
選
ん

で
い
ま
す
。
こ
こ
で
選
ば
れ
た
作

品
が
、
市
民
の
ひ
ろ
ば
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
年
１
回
、
会
の
交
流
を
兼

ね
て
他
市
町
村
を
訪
れ
、
そ
の
地

域
の
特
色
や
季
節
を
感
じ
な
が
ら

俳
句
の
作
品
づ
く
り
を
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
俳
句
は
そ
の
時
期
の
季
語
を
入

れ
て
、
五
・
七
・
五
で
つ
く
る
の

が
原
則
で
、
こ
の
原
則
が
有
季
定

型
と
呼
ば
れ
る
そ
う
で
す
。

　
会
長
の
高
瀬
さ
ん
は
「
歌
志
内

俳
句
会
は
生
き
が
い
づ
く
り
や
社

交
の
場
と
し
て
、
和
気
あ
い
あ
い

と
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員
も
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
未
経

験
の
方
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
俳
句
の

提
出
に
つ
い
て
も
郵
送
で
の
受
付

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
公
民
館
や

小
中
学
校
に
も
俳
句
ポ
ス
ト
を
置

い
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
作
品
を

つ
く
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
作

品
に
つ
い
て
は
、
文
化
祭
開
催
時

に
も
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

■
活
動
の
内
容

▼
活
動
日
　
毎
月
第
１
土
曜
日
　

　
時
～
　
時

１３

１６

▼
場
　
所
　
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
　
横
山
冬
青
さ
ん

（
緯
４
２
～
６
２
２
９
）

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　
９
月
２
日
、
歌
志
内
市
立
病
院

と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
し
ら
か

ば
荘
及
び
神
威
町
内
会
の
３
者
に

お
い
て
、
災
害
発
生
時
に
お
互
い

に
協
力
し
合
い
、
傷
病
者
の
搬
送

や
救
護
を
行
う
た
め
の
「
災
害
等

に
関
す
る
応
援
協
定
」
の
締
結
式

が
同
市
立
病
院
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
締
結
式
で
は
、
同
市
立
病
院
の

 高
  橋
  正
  一
 院
長
、
し
ら
か
ば
荘

た
か
 は
し
 し
ょ
う
 い
ち

を
運
営
す
る
北
海
道
光
生
舎
の
 高
 

た
か

 江
  智
  和
  理
 理
事
長
、
神
威
町
内
会

え
 
ち
 
お
 
り

 三
戸
  満
  雄
 会
長
が
出
席
し
て
、
そ

さ
ん
の
へ
 み
つ
 
お

れ
ぞ
れ
協
定
書
を
交
換
し
ま
し
た
。

  價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
ご
回
答
く
だ
さ
い

▲握手を交わす、（左から）高橋
院長、高江理事長、三戸会長

　
　
月
１
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、

１０
全
国
で
「
平
成
　
年
住
宅
・
土
地

２５

統
計
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
統
計
の
対
象
と
な
る
世
帯
の
方

に
は
、
す
で
に
９
月
下
旬
頃
か
ら

調
査
員
が
訪
問
を
し
て
調
査
票
を

配
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
調
査
内

容
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
内
容
は
、
統
計

以
外
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
と
は
、

■
統
計
法
に
基
づ
い
た
基
幹
統
計

調
査
で
す

■
住
生
活
に
関
す
る
様
々
な
施
策

の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

■
全
国
で
約
３
５
０
万
世
帯
（
北

海
道
で
は
約
　
万
世
帯
）
を
抽

１７

出
し
て
行
う
大
規
模
な
統
計
で
す

▼
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
企
画
グ
ル

ー
プ
（
緯
市
役
所
３
階
４
２
～

３
２
１
２
）

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

災
害
等
に
関
す
る
応
援
協
定
締
結
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別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〈
専
決
処
分
〉

　
６
月
中
旬
に
か
も
い
岳
温
泉
の

空
調
設
備
の
故
障
が
確
認
さ
れ
、

早
急
な
改
修
工
事
が
必
要
と
な
り
、

１
２
１
万
８
千
円
を
補
正
し
ま
し

た
。

■
平
成
　
年
度
決
算
に
基
づ
く
歌

２４

志
内
市
健
全
化
判
断
比
率
に
つ

い
て

■
同
歌
志
内
市
資
金
不
足
比
率
に

つ
い
て

　
こ
れ
ら
の
比
率
に
つ
い
て
、「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
基
づ
き

議
会
へ
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
健
全
化
判
断
比
率
は
次
の
表
１

の
と
お
り
で
、
資
金
不
足
比
率
は

市
営
公
共
下
水
道
特
別
会
計
、
市

営
神
威
岳
観
光
特
別
会
計
及
び
病

院
事
業
会
計
と
も
資
金
不
足
額
が

な
い
こ
と
か
ら
算
出
さ
れ
ま
せ
ん

第３回定例会
９月１０日から会期３日間で開催

　
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕

が
な
か
っ
た
た
め
専
決
処
分
し
た

次
の
２
件
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

議
会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。

■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
一
般
会

２５

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）〈
専
決

処
分
〉

　
８
月
１
日
よ
り
生
活
保
護
基
準

が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
生

活
保
護
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
中
旬
に
歌
志
内
中

学
校
の
ス
テ
ー
ジ
等
暗
幕
開
閉
設

備
の
故
障
が
あ
り
、
早
急
に
工
事

が
必
要
と
な
り
　
万
６
千
円
を
補

７５

正
し
ま
し
た
。

■
同
歌
志
内
市
営
神
威
岳
観
光
特

承
認
さ
れ
た
報
告

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

で
し
た
（
経
営
健
全
化
基
準
　
・
２０

０
％
）
。

議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。〈
任

期
４
年
〉

■
市
内
神
威
　
番
地
８

３７

 

高
澤
悦
子
氏

※
再
任
の
た
め
略
歴
は
省
略
し
ま

す
。

■
歌
志
内
市
火
災
予
防
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
消
防
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
関
係
条
文
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
２

件
）

　
次
の
物
件
は
、
取
得
予
定
金
額

が
２
，０
０
０
万
円
以
上
の
た
め
、

法
令
等
の
定
め
に
よ
り
議
会
の
議

決
を
得
ま
し
た
。

▼
名
称
・
数
量
　
水
槽
付
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
（
Ⅱ
型
）　
１
台

・
取
得
の
目
的
　
災
害
対
応
消
防

業
務
用

・
取
得
予
定
価
格
　

 

４
，１
７
９
万
円

・
契
約
の
相
手
方
　
田
井
自
動
車

工
業
株
式
会
社

▼
名
称
・
数
量
　
圧
雪
車
　
大
原

Ｄ
Ｆ
４
３
０
型
　
１
台

・
取
得
の
目
的
　
か
も
い
岳
ス
キ

ー
場
ゲ
レ
ン
デ
整
備
用

・
取
得
予
定
価
格
　

 

２
，９
１
９
万
円

・
契
約
の
相
手
方
　
株
式
会
社
大

原
鉄
工
所

■
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正

等
に
伴
い
、
関
係
条
文
の
整
備
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
議
決

を
得
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
高
等
学
校
等
就
学
支

援
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
高
等
学
校
等
に
就
学
し
て
い
る

生
徒
の
学
費
、
通
学
費
、
下
宿
費

等
の
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
た

め
の
支
援
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、

よ
り
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽

開
会
中
の
審
査
と
し
て

付
託
・
可
決
さ
れ
た
議
案

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

可
決
さ
れ
た
議
案

●
歌
志
内
市
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
条
例
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
ア
リ
ー
ナ
チ
ロ
ル
営
業
再
開
に
伴
う
、
補
正
予

算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

早 期

健 全 化 基 準
歌志内市区　　分

１５．００％赤字額なし実 質 赤 字 比 率

２０．００％赤字額なし連結実質赤字比率

２５．０％１２．１％実 質 公 債 費 比 率

３５０．０％５４．１％将 来 負 担 比 率

【表１】　健全化判断比率　
９
月
　
日
に
任
期
満
了
と
な
る

３０

 高
  澤
  悦
  子
 氏
の
再
任
に
つ
い
て
、

た
か
 ざ
わ
 え
つ
 
こ
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本
市
で
は
、
次
の
と
お
り
　
歳
以
上
の
方
な
ど
を
対
象
と
し
た
季

６５

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前

に
接
種
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
保
健
予
防
グ
ル
ー
プ
・
市
役
所
２
階
緯
４
２
～
３
２
１
３
〉

■
接
種
対
象
者
　
市
内
に
住
所
を

有
し
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
。
な
お
、
年
齢
は
接
種
当

日
の
満
年
齢
で
す
。

茨
　
歳
以
上
の
方

６５
芋
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
で
、

６０

６５

心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
機
能
な
ど

に
障
が
い
が
あ
る
た
め
に
、
日

常
の
生
活
に
お
け
る
活
動
が
極

度
に
制
限
さ
れ
る
方
（
身
体
障

害
者
手
帳
の
内
部
疾
患
１
級
に

該
当
す
る
方
）

■
実
施
医
療
機
関

▽
歌
志
内
市
立
病
院
（
緯
４
２
～

３
１
８
５
）

▽
勤
医
協
神
威
診
療
所
（
緯
４
２

～
２
０
２
５
）

■
申
し
込
み
　
　
月
７
日
（
月
）

１０

か
ら
実
施
医
療
機
関
で
受
け
付

け
を
開
始
し
ま
す
。
予
約
制
で

す
の
で
、
必
ず
事
前
に
電
話
等

で
医
療
機
関
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
接
種
日
時
等
く

わ
し
く
は
、
医
療
機
関
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■
料
　
金
　
１
，０
０
０
円
（
接
種

対
象
者
の
う
ち
生
活
保
護
世
帯

の
方
は
無
料
で
す
）

※
他
市
町
村
で
接
種
さ
れ
る
方
は
、

全
額
自
己
負
担
で
す
。

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
申
し
込

み
の
際
、
そ
の
旨
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

▽
接
種
対
象
者
芋
に
該
当
す
る
方

は
、
身
体
障
害
者
手
帳

▽
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
生
活

保
護
手
帳
（
受
給
票
）

■
そ
の
他
　
高
齢
者
以
外
の
方
に

対
す
る
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

直
接
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

可
決
さ
れ
た
意
見
書

●議会の動き（第３回定例会）

情
報
　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

14

い
。

▽
除
雪
用
重
機
ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
ー

購
入
 

５
２
５
万
円
の
増

▽
改
良
住
宅
給
水
管
布
設
替
工
事

 

１
２
５
万
円
の
増

▽
高
等
学
校
等
就
学
支
援
に
係
る

交
付
金
 

３
９
６
万
円
の
増

【
歳
　
入
】

▽
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

（
除
雪
用
重
機
ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ

ー
購
入
） 

３
２
９
万
円
の
増

▽
前
年
度
繰
越
金
 

 

４
，０
０
０
万
円
の
増

▽
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費
道

費
負
担
金
（
障
が
い
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
費
等
）

 

２
８
４
万
３
千
円
の
増

■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
各
会
計

２４

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
■
同
歌
志
内
市
病
院
事
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　
こ
れ
ら
２
議
案
は
、
９
月
　
日
１０

に
設
置
さ
れ
た
決
算
審
査
特
別
委

員
会
（
 梶
 　
 敏
 委
員
長
、
議
長
及

か
じ
 
さ
と
し

び
監
査
委
員
を
除
く
全
議
員
で
構

減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
生
徒

の
健
全
な
育
成
の
推
進
及
び
進
学

の
奨
励
に
よ
る
教
育
の
振
興
を
図

る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

※
く
わ
し
く
は
、
く
ら
し
の
情
報

　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

14
■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
一
般
会

２５

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
４
，６
５
３
万

７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
　
億
４４

２
，０
５
４
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
補
正
内
容
の
主
な
増
減
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
　
出
】

▽
前
年
度
生
活
保
護
費
等
道
費
負

担
金
等
道
支
出
金
返
還
金

 

１
４
９
万
３
千
円
の
増

▽
固
定
資
産
評
価
替
え
に
係
る
不

動
産
鑑
定
委
託
料

 

１
４
４
万
２
千
円
の
増

▽
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

備
品
購
入
 
２
３
１
万
円
の
増

▽
旧
埋
立
処
分
場
改
修
に
係
る
工

事
請
負
費

 

２
，１
３
１
万
５
千
円
の
増

▽
ア
リ
ー
ナ
チ
ロ
ル
活
用
推
進
に

係
る
交
付
金

 

９
８
９
万
４
千
円
の
増

※
ア
リ
ー
ナ
チ
ロ
ル
の
再
開
に
つ

い
て
く
わ
し
く
は
、
く
ら
し
の

■
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
充
実
を

求
め
る
意
見
書

 

〈
９
月
　
日
・
議
員
提
出
〉

１２

　
他
　
件
の
意
見
書
が
原
案
ど
お

１１

り
可
決
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
や

厚
生
労
働
大
臣
な
ど
各
関
係
先
に

送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
意
見
書
に
つ

い
て
は
、
折
り
込
み
し
て
い
ま
す

「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

閉
会
中
の
審
査
と
し
て

付
託
さ
れ
た
議
案

　
高
齢
の
方
や
お
体
の
不
自
由
な

方
で
、
市
営
住
宅
の
内
部
に
手
す

り
等
の
設
置
を
希
望
す
る
方
は
、

申
請
を
し
て
い
た
だ
き
構
造
な
ど

の
確
認
を
行
っ
た
あ
と
、
問
題
が

な
け
れ
ば
承
認
を
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
設
置
及
び
撤
去
費
用
に

つ
い
て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
建
築
住
宅
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２
～

２
２
２
３
）

成
）
に
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

し
て
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

建
築
住
宅
グ
ル
ー

建
築
住
宅
グ
ル
ー
ププ

か
ら
の
お
知
ら

 

か
ら
の
お
知
ら
せせ




